
東 京 大 学 理 学 部

ら

ハ

　
・７巻 8号 一

二

日召和50年 11月

目

外地地質へのアフターサー ビ

太陽の脈動

難溶性蛋白質

マダガスカルの旅か ら

私の読んだ本 (24)

「幻 人 詩 抄」

〈学部消息、〉

貞 一 ……・ (2)
洋 二 …… (3)

篤 ・…… (5)
長 …… (6)

巖 ……・ (9)

(10～ 12)

次

/1ヽ オ木

尾 崎

猪 飼

河 野

′卜 堀

トウキョウホタテガイ Pα′れ●p● oた ,`ο″ο●2● Js

(Tokunaga,19o6)(× 04)

ィタヤガイ科の大型二枚貝で,東京に因んだ種名を持

つ絶減種である。数万年前まで存在した古東京湾をはじ

め,関東地方を中心として水通しのよい砂底に棲息した。

東京の台地の周縁に崖となって露出する東京層にも密集

し積重なって入っていることがよくあるので,手にとっ

てみ
',れ

た方も多いことだろう。東北地方以北に現存す

るホタテガイとくらべると,左の殻 (写真は右殻)の膨

みが少ないこと,表面にある放射状の畝の数が少なく,

かつ低く不明瞭なことなど相違点がある。

写真は1006年に新種として記載されたトウキョウホタ

テガイの模式標本の一つで,王子村地内の7f神井川左岸

にあつた水車小屋 (属 米場)の周辺の切割 りから採集さ

れたものである。当時この付近は王子の化石産地として

有名であった。現在
`川

ヒ区王子本町 1丁 目と変っていて,

住宅が建ち並び,川 は護岸されてしまって往時の面影は

なくなっている。

(岩崎泰頴 :地質 )
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外地地質へのアフターサービス

学部消息といつてもこれは本学地質学科にまつわ

る戦後30年間の一挿話である。戦前に朝鮮や満洲な

どで調査・研究を した東亜地質の成果を取 りまとめ

て,こ れを公 とするとい う大仕事が,終戦後の間の

ないころから話題になって,30年 たったこの程漸 く

有終の美をなすことが出来た。そ してこの労作に対

して東大の地質学関係の教授連が少なからぬ努力を

して来たのである。

外地から帰還 してきた同学の士は物的には無一物

であつたか も知れないが,未発表の貴重なデーター

を持 っている人が少 くなかった。当時は全国民にと

つて最 も苛酷な時期ではあつたが,そ れでも外地で

の業蹟を収録 してこれを公表 したいという熱意が我

々の間からうつぼつ として起つて来た。関係者は四

散 しその連絡をとるのは容易ではなかったが, しか

し昭和23年には発起人会を開 くことが出来た。そ し

てその後 2年を経て漸 ぐ東京地学協会内に東亜地質

鉱産誌編集委員会が誕生 した。この頃東京には米国

地質調査所 (USGS)の 出張所があり,東 アジアの

地質関係資料 の克集を主要 な業務 としていた。我々

の計画はまさにこの線に合致 していたので,同所から

協力と物的援助の手を差 し延ば して呉れた。また昭

和26年度には若干の文部省刊行助成金 も受けた。 し

か しその外には寄附金 を募らずによくもここまでや

れたものだと不思議に思 う位である。

それには何 といつても関係者各位の並々ならぬ熱

意 と努力があったからである。その賜物 として早 く

も昭和27年 4月 には東亜地質鉱産誌 3巻  1991頁

の大著が出版された。その うちには当時の日本地質

学者の 5分 の 1以上に当る200名 余が寄せた 260篇

が収録されていたのである。それらは朝鮮 。満洲・

華北・華中華南・台湾の地質鉱産などに関係するも

のであるが,そ の約 5害」は満鮮関係であつた。

東京地学協会では大正末に既に南北支那地質図 2

幅を編集出版 しているが,その後に東亜地質図や南

洋地質図などを発行 して来た。今回は新 しいデータ

を基に してUSGSの協力を得てGeological Map of

the Far Eastを 編集することになった。この作業

ではUSGSの東京出張所に勤めていた矢部茂 らの労

作が特に多大であつた。 8年間の歳月を費 して,昭

(地質・名誉教授 )

和35年 に朝鮮満洲に華北北東部を含む地域の地質図

127図 幅を完成 した。

これ らの地質鉱産誌 (邦 文 )や地質図を多量に

USGSか ら貰い受けることが出来たので,そ れらの

一部を寄贈,他 を販売 した。そ してその収益で,委

員会発足当初からの悲願であつたGeology and Mi―

neral Resoltrces of the Far East, 3 Volumes,

1385 pagesを 東大出版会から出 し終 つたのが,昭

和46年 10月 であった。この大著 rCは 34著者の54論文

が集録 されている。

それか らまた 4年 して遂に収支決算が出来 ること

になった。そ こで手元の英文の東亜地質鉱産誌 391

冊は,我 々の知識を広 く江湖の利用に供 したいとい

う本来の主旨に基いて,今春海外の86ケ 国, 274機

関へ寄贈することになり,去 る 4月 に発送された。

そ して残金は協会に寄附 して委員会はもとの無一物

となり,本年 7月 にめでた く目的を貫徹 して解散 じ

た。10月 末までに世界各地の寄贈先か ら,そ の約半

数の 135通 の礼状が来 ている。私はこの企の発端か

ら終末まで見ることが出来てよろこんでいる。

関係者の数 と刊行物の量 というその規模か ら見て

もこの成果は日本の地質学者が外地へ寄せた貢献中

の特筆すべきものであることは疑ない。 この大事業

の逐行に当つて,東大理学部の地質学教室では立岩

・坂本両教授 と共に私 もこの委員会の委員をつとめ,

坂本教授は委員会後半の幹事であった。立岩教授は

朝鮮の部で,坂 本教授は満洲 と華北の部で,自 著以

外に多 くの時間を費 した。私は南鮮と北鮮・南満と中

北満お よびその近隣との地質構造発達史,そ して台

湾 と日本列島との地質関係についての 4論 を欧文地

質鉱産誌に載せた。渡辺・久野・高井・岩井 ・岩生

・立見らの諸教授 も邦文や英文の同誌FC寄稿 した。

それのみならず工学部の三土 。今井両教授や教養部

の市村教授 もこの企に参加 した。月日のたつのは早

いもので今 日では立見教授だけが現職に停 つている。

我々は退職後 も他の委員と共に時々赤門横の学士会

館や弥生門横の東大出版会など委員会を開いた。現

在は坪井誠太郎名誉教授が地学協会の会長である。

本委員会の委員長の小倉勉元山形大学学長は大正 2

年,委員会前半の幹事で華中・華南の部の編集に当ら

貞林/1ヽ
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れた植村癸已男氏は大正 7年の本学地質学科 の卒業

であつた。今は市村・植村・久野 ら三氏がすでに物

故されて感激無量である。

因みに東京地学協会は イギ リスのRoyal Geogra―

phic Societyを 範 として明治12年 に北白川能久親

王を社長 (会長のこと )と して設立 した。 日本の学

協会中では由緒のある会である。その発起人 の渡辺洪

基は明治19年 に総理を総長 と改めた時の最初 の総長

であつた。このプロジェク トは本学 と協会 とにいろい

ろの点でつなが っていたのである。

言 うまで もなく日本は大和時代 に仏教 と共に渡来

した大陸 の文化から多 くの恩恵を蒙 つたので ある。

太陽の偏平度を測 つていたア リゾナ大学の Hill

のグループは,最近約一時間の周期の太陽の振動を

観測 した。 この太陽の振動 は位相の安定性・周期な

どか ら判断 して,太陽 自身の固有振動 (脈動 )と 考

え られ る。 もし本当rC太 陽 自身が脈動 しているとす

ると,こ の事が太陽の内部構造 と進化 の問題 に与え

る影響は大変大 きい。 とい うのは後で述べ る太陽ニ

ュー トリノの問題 と関連 して,太陽で現在 あるいは

過去に ,あ る種の脈動が励起 されている可能性のあ

る事を,私達東大天文学教室 (海野教授 ,大学院の

柴橋 さん と私 ),ケ ンプリッジ大学, リエージュ大

学の三つのグループが独立 rC発 見 していたか らだ。

もちろん Hill達 の観測 した振動の詳細はまだわか

っていないので,私達が指摘 した固有振動のモー ド

と一致 しているか どうかは,現在 のところ断定でき

ない。

恒星の内部構造 と進化の理論は1950年 代から1960

年代にかけて, 日覚 しい成功を収め,一時は太陽は

中心で pp chain と呼ばれ る水素融合反応 によリエ

ネルギーを賄 つているごく平凡 な星で,そ の内部構

造はほ とん ど完全にわか つて しまった もの と思われ

た。 ところが核融合に よるエネルギー発生 と星の内

部構造 の理論を直接観測的に検証 しようと して行な

われた太陽ニュー トリノの観測において,理論的モ

デルか ら予測されるだけのニ ュー トリノが測定 され

なか ったため,太陽ニュー トリノ問題 として現在天

文学上の大問題になっている。

我々が大陸に残 した東亜地質上の足跡 も亦,将来の

地学への不滅の礎石 として役立つことであろう。韓

国や台湾では戦前の知識を基礎 として着々と戦後 の

発展がなされてきたことがよく判 つている。中国本

土には1956・ 58年 に出版された中国地質編輯委員会

・ 中国科学院地質研究所編の中国区域地層表 とその

イト篇や1964年 に全国地層委員会が出 した全 (中 )国

地層会議学術報告彙編12冊 などの総括的大著がある

が,そ の参考文献を通覧す ると,前者では特に中国

東北や華北の地域で,ま た後者では種々の地質時代

について既に日本の論文が多数 に引用されていて,

我々にとつてまことに欣快である。

洋 _  (天 文 )

太陽の中心で原子核反応によつて発生 した熱は r

線として放射されるが,こ の r線は太陽内部の物質

によつて吸収 と再放射を繰返 しなが ら表面まで達 し,

そこから可視光 として外の空間に放射される。光子

の場合中心から表面まで random m lkに よって達す

るのに約一千万年かかるが,核反応の際発生するニ

ュートリノは物質 との相互作用が弱いので,途 中を

素通 りして直接地球に達す る。太陽ニュー トリノの

観測はこのようなニュートリノをとらえる事によっ

て,直接太陽内部にかける核反応を確かめようとし

たものであった。 この太陽ニュートリノの観測にお

いて理論 と測定の間に大 きな矛盾がある事が明らか

になって以来,太陽モデルについて再検討がなされ

るようになつたが,理論値を測定値まで下げるのは

容易ではない事がわかった。

いずれにしろ太陽系の年令である45億 年 とい う長

い期間太陽が輝いているには,核 エネルギーの補給

は不可欠であるのだが,一方ニュー トリノの観測か

らは核融合によつてエネルギーを賄 つているとして

計算 した太陽モデルの理論通 りには現在の太陽はニ

ュートリノを出 していないとい う困つた結果 になっ

た。

この矛盾を解決するのに,太陽中心での核融合反

応は連続的に働いているのではなく,火が着いたり

消えたりという状態を繰返 していて,現在は丁度火

が消えた状態にあるためニュートリノの発生が少な

いのだとい う考えが提唱された。 これを裏づけるた
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めには太陽の核反応が間欠的に起 る事を示さなけれ

ばならない。私達が見つけたのは,太陽で周期約一

時間の非動径振動 と呼ばれる固有振動が励起 される

可能性である。 あとで説明するが, この固有振動の

励起が太陽で核反応を点滅させ るきっかけをなすと

考えられる。

恒星の固有振動のモードとしては動径脈動 と呼ば

れる星全体が球形を保 ったまま膨脹 したり収縮 した

りする振動 もあるが,こ こで出てくる非動径振動 と

言 うのは,例えば (そ の内でも四重極振動 と呼ばれ

るものは )星 が円盤状になったリラグビーボール状

になったりするような振動である。太陽て励起され

る可能性のあるのは非動径振動の内の双極振動で,

さらにその内でも重力波モー ドと呼ばれているもの

である。重力波とい うのは,例えば海の波 もその一

つて,重 力場の中で重い流体の上に軽い流体がのっ

ている "安定な成層 "を 作つている場合に出来 る振

動で,気 象や海洋 などにも出てくる。

さて太陽が45億年前,星間ガスか ら生まれて中心

で核反応によつてエネルギーを賄 うようになると,

核反応によつて出来た灰であるヘ リウムが中心部分

に徐々に溜ってくる。ヘリウムは水素にくらべて平

均分子量が大 きいから,こ れは重い流体が中心に溜

つてくる事に対応 し,重力波モードの振巾の大きい

場所が水素燃焼の行われている内部に移 ってくる。

太陽の固有振動を弦楽器の振動に例えれば,こ れは

もっとも大 きく振える弦の腹の部分が太陽の核反応

の行なわれている場所に移動 してい くと考えてよい。

一般に核反応はこのような固有振動を励起 しよう

とする傾向があり,太陽の場合の水素融合反応であ

るpp chainの 内でも(3He, 3Hc)反応は温度に敏

感で,振動を強 く撥ね返す性質を持 つている。恒星

の固有振動 も楽器の場合 と同じで仮 りに外からたた

いてやつても普通は振動のエネルギーが少 しずつ漏

れてしまうため減衰する。 ところが太陽の場合固有

振動の振巾の大きいところが丁度核反応の起 つてい

る場所に移 つてくるため,(3He,3He)反 応による

振動を強 く撥ね返す力が,振動エネルギーの漏れる

割合に比べて打勝つ程大 きくなる。 このようになる

と太陽 という楽器は外か らたたいてやらなくても,

ひとりでに鳴りだす という現象が起 る。

このシナ リオをさらに進めて, ニテー トリノ問題

にまでもつていくと次のようになる。

上述のようにして重力波モードが太陽内部で励起

され振動の振巾が増大 してい くと,つ いには太陽内

部で物質の混合が起 る。 この混合により太陽の中心

に新鮮な水素や 3Heが
運ばれて,灰である4Heに

取

つてかわる。すると一時的に太陽の中心は核反応が

盛んになり,表面から輻射で放出される以上に核反

応によリエネルギーが発生 し,同時に沢山のニュー

トリノも放射される。 しか し太陽には核反応を自動

制御する働 きが備わっていて,核反応でエネルギー

が出過 ぎると膨脹 して中心温度を下げ,逆 に核反応

も衰えニュー トリノの発生 も止る。その後はゆっく

り平衡状態に戻 り,又 中心にヘ リウムが蓄積されて

い く。 このような事が数千万年から数億年程度の間

隔で繰返えされるというわけだ。

この考えによれば現在の太陽は核反応が弱まって

ニュー トリノの発生 も少ない時期 という事になる。

ニュー トリノは途中を素通 りして くるので現在の大

陽内部の状態をそのまま表わ しているが,太陽の熱

エネルギーの方は表面まで伝わつて くるのに約 1千

万年 もかかるので,核反応のスイッチを切つたとし

ても太陽がす ぐ暗 くなってしまう事はない。 しか し

もし太陽の中心で核反応の火が数千万年から数億年

の間隔で点滅 しているとすれば,太陽の明るさも一

定ではなく,同程度の間隔で明るくなったり暗 くな

ったりする事になる。 このような太陽の明るさの変

動が地球上の氷河期に関係 しているのではないか と

いう考え方 もある。

以上いかにも, もつともらしい仮説 としてこの理

論を紹介 したが,実際にはまだ色々不完全な点があ

るので,本当に上述 したようにうまくい くのかどう

かわからない。まず第一に太陽で重力波モードが励

起 される可能性があると言 つたが,振動が励起 され

るかどうかを決めている核反応による振動を起 こす

効果 と漏れの効果 との競争はかなり微妙で,ほ んの

わずかだけ核反応 による励起の効果が勝つている状

態である。一方太陽の場合半径でいつて外allの 約20

%は対流で熱が運ばれている対流層になっている。

ところが対流 と脈動の相互作用の問題は現在のとこ

ろはまだよく解明されていないので,実 は私達の計

算 もこの対流層を除いた太陽内部の80%に ついてだ

けから得 られた結果である。従 つて将来対流 と脈動

の相互作用が解明された場合,あ るいは結論が変わ

ってくる事 もあろう。第二の点は,例え重力波モー

ドの固有振動が励起 された としても,本当に物質の

混合が起るところまで振巾が成長するかどうかは ,

非線型の問題で現在のところ何 とも言えない。

太陽ニュートリノを説明 しようとする多 くの試み



はいずれもうまくいかず悲観的だが,上に紹介 した

核反応点滅説はまだ生残 つている数少ない ものの一

つで,こ の説の第一段階の点滅のきっかけとして,

太陽で固有振動の励起 される可能性が示され,ま た

観測的にも最初に述べたように太陽 rC固 有振動らし

きものも発見されたので希望が持てる。

生化学の分野では蛋白質を溶かす時,主 として火

を用いるので純枠の水又は低分子物質の希薄水溶液

に溶け難い蛋白質を一般に難溶性又 は不溶性 と呼び

慣わ している。 この様な蛋白質は脂質膜,脂 質球内

に埋っているものに多い。生体活性を持つ秩序構造

を保存 したまま可溶化できないので,精製 も難 しく

従つて結晶化 もできず,生体内における分子構造 も

間接的な測定による推測の域を出ない。普通 lrcは こ

の様 な蛋白質の抽出には界面活性剤,(Triton x―

100,Ttten,CTAB等 という名前が よく聞かれる。

最後のは cetylrimethyl ammonium bromideの 略 )

を用いる。界面活性剤の選定が よいと生体活性を失

わずに蛋白質を抽出できる。後出のジギドニンはそ

の好例である。

私は現在ウシ眼球か ら網膜をとり,こ れから視覚

の初期反応を司るロドプシンとい う色素蛋白質をと

り出 している。東京食肉市場 という名で呼ばれる品

川の屠殺場へ出かけて行って, タバコを 5ダ ース程

配つて歩き,「眼玉ねえ,ま あ商売物にはならんか

らいいけど, でも一体何でこんなもの 300個 も集め

るのかねえ 」と面倒臭そ うな係の人に頼んで目玉を

集めてもらう。帰りは山手線の中で目玉が 300も と

び出して女学生にもてはやされないように細心の注

意をして帰 つて来る。

網膜からロドプシンの抽出にはジキトニンという

植物性の界面活性剤を用いるが, この方法は 100年

も前に使われた方法である。 こうして得たロドプシ

ンは目玉一個からせいぜい o2-03vし かとれな

い。長い間, フェノール,酢酸,蟻酸′クロルエタ

ノール等 にとか してみたが,な かなか溶液の物理化

学的測定,溶質の有機化学的分析の為に適 した もの

が見つからず困つていた。が最近になってようや く

クロルエタノールと火の混合液にロドプシンが され

それに t´ ても地球物理学あるいは地質学の立場か

ら見て,太陽の明るさが数千万年あるいは数億年の

間隔で変動 しているという考えは如何 なものであろ

うか ? このような太陽の明るさの変動を証拠づけ

るような地質学的 あるいは地球物理学的事実が色々

出てくれば面白いと思 う。

食司 篤  (生化)

いに溶ける事がわかり,沈 降平衡,沈降速度′グル

戸過などの方法で蛋白質分子の大 きさ,形などの研

究が進められるようになり大変嬉 しく毎 日の実験が

非常に楽 しい。 ロドプシンは蛋白質に11-シ スレチ

ナールが結合 して赤い色 (吸収極大波長は 500 nm)

をしているが光があたると, レチナールが トランス

型に変わり, ロドプシンの色 も黄色 く変わる。 この

時,蛋 白質オブシンの立体構造に変化が生 じ,膜電

位の変化を誘発 し,視神経の興奮を導 く。 ところで

ヒト,金魚,ニ フトリ,な どには色覚がある。色覚

を実現するのには光の 3原色に対応 した 3種 のロド

プシン様蛋自質 (ア イオ ドプシン )が あり,こ れら

は, 3種 の錐体細胞に別々に局在 しており, 3種 の

錐体細胞の興奮の強さの比の変化で異なる色が識別

される。 これはヘルムホルツにより提唱された 3原

色説であるが,最近 日本の富田博士 (慶応大学 )亀

によってキンギョなどで電気生理学的に実証されて

いるg問題は, この 3種 のアイオ ドプシンの色素部

分が皆,11-シ スレチナールである点で, 3種 のア

イオ ドプシンが異る吸収帯をもつ為には蛋白質の側

にアヾノ酸残基の置換がある筈である。又,ハ チ ,

キンギョ, ニフトリなどはみな異 る色覚を持つこと

は よく知られている。 このような現象を11-シ スレ

チナールの光吸収に対するアヾノ酸 との結合による

摂動 として量子化学的に扱 つてゆく為 にもまず必要

なのは,異 るオプシンの異 り方 をアミノ酸面ヅU及 び

立体構造上の差違 としてとらえてゆ くことである。

そこには進化 とい う問題 も魅力的な顔をのぞかせて

いる。 日下の私の試みは, ロドプシンやアイオ ドプ

シンをタロマ トグラフィーでできるだけ精製 し,ア

ミノ酸組成の差を調べ,立体構造を,結晶化の試み

も含めていろいろな方法で推測 してゆ く事である。

その為には正直に言 ってウシやニフトリ,金魚の目

質白蛋1生溶難

猪
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玉が各 10000個 位いるのだが,な んだか厭な気 もす

る。終わ りに死後私に限玉を提供 して呉れた1000頭

余 夕のウシの冥福を祈 りて生化の偽磨の詠める歌一

首 ,

かヘ タゆきて 人 にはつげ よ

黄泉 のたび路 を まろびつゆ く

盲いなば ,

と

マダガスカルの旅から

今年の夏,文部省から研究費をいただいて, マダ

ガスカルその他の国々へ岩石試料の採集にでかけた。

「 マダガスカル・東アフリカ地学総合調査 Jと い う

雄大な名前をもつプロジェタトで,理学部を中心に

6名 の隊員が参加 した。

「 マダガスカルヘ行 く」というと大抵,「それは

どこにあるのですか 」と聞かれる。やはりなしみの

うすい国である。「アフリカの東にある大きな島で

すよ」というと,「ああ,な るほど」と思い出す人

が半分, あとの人はまだけげんな顔だ。面積が日本

の約 16倍 あって人口約 800万 人 というと,「そん

なに広いの 」とに とんどの人がびっくりする。

さて私達がこの遠 くの島にでかけたのは, ゴン ド

ワナ大陸の分裂について研究 したいとい うのが動機

であった。 ゴンドワナ大陸 とは約 2億年昔に南半球

新L気の(ム 名 →
(1∞″ち̈ のう2)

olsgoSuarea

宮0縦しa

な孤%
←1ら∞。らつ

Manaf,jary

長  (地物 )

にあった超大陸で,そ の後 1億 5000万 年～ 1億 年前

に分裂 して,現在のアフリカ,南 アメリカ,南極 ,

オース トラリアの各大陸や, イン ド, マタ・ガスカル

などに分れたと考えられて いる。 こういった考えは

すでFC 1920年 代にウェーゲナーなどによって発表さ

れていたが,確実な証拠に乏 しく一つの説 として片

づけ られていた。それが,1960年代後半になって海

洋底の研究が進むにつれて,決 定的な証拠を伴なっ

て復活 し,今では殆んど定説となっている。その証

拠とい うのは,現在各大陸をへだてている大西洋 ,

インド洋などの海底が,現在そのほぼ中央にある海

嶺から順次広が つてできていったことを示す もので ,

この海洋底拡大のプロセスを時間を逆にたどってい

けば,約 1億 5000万 年ない し2億年前には,大西洋

もインド洋 も存在 しなかったことになって しまう。

だから,こ れらの海底がまだできていなか った時代

には,超大陸 ゴンドワナが存在 していたことはほぼ

確実と思われる。

海洋底拡大の様子は海上で測定される地磁気の異

常から最 も良 ぐ観測される。 しかし,海底の地形が

複雑だつたり,海洋底の拡大の しかたが簡単でなか

ったりすると,地磁気異常から拡大の様子が うま 〈

わからないこともある。マダガスカルはゴン ドフオ

大陸の一部であった時代にはアフリカとインドには

さまれていたであろうと考え られるが,そ の位置に

ついてはずい分不確かさがあり,モ ザンピークの近

〈についていたという考えや,そ れより約2000たπも

北 のケニア, ソマリア付近に陸続 きであったという

考えなどがある。

そこで,私達はこの問題を研究するためにマタ
‐
ガ

スカルヘ岩石採集にでかけたわけである。地学「総

合 」調査 というのは地質学・地球物理学・地球化学

の研究者がそれぞれ独自の立場から,ま た協力 し合

って仕事を進めていこうとすることを意味 している。

地質学者は白亜紀の玄武石を しらべて,こ れ とアフ

リカのカルー系火山岩やインドのデカン玄武岩 との

:::   「河

噂

Ｎヘ

loo km

雷瞥組舞)

磁 ご梅
(lo～ぅ。亀れ)

鮨ハ●

マダガスカルにかけるサンプリング地域

(斜線部 )



関連をしらべる。私 自身も含めて地球物理担当の者

は古地磁気の方向から,マ ダガスカルの位置の変化

を求める。地球化学の人達はカリウム・アルゴン法

やルビジウム・ス トロンチクム法で最古の岩石ので

きた年代 (約 30億 年 ぐらい )を きめ, これと南アフ

リカやインドにある同程度に古い大陸の核と比較 し

ょうとい うのが大体の計画であつた。

マダガスカルはまた恐竜の宝庫で,す でに 2年前

に国立科学博物館の方々が発1掘 に出かけておられる。

私達は出発前にお話を うかがいに行 つて,道路がか

なり悪いこと,フ ランス語は広 く使われているが英

語はだめなこと,中央の高地はかなりすず しく朝夕

は冷えこむことなどをうかがい,その程度の予備知

識で出発 した。

まずずい分遠い国である。 日本からの距 離 は 約

12000たπでヨーロッパやアメリカ東海岸へ行 くのと

それ程違わないが,飛行機便の関係で,途中ボンペ

イ,ナ イロピと2泊 しなければならない。飛行機か

ら見おろすと小さな起伏が多 く大 きな平野は見えな

いが,そ れより木が少なく赤っぼい地肌がどこでも

露出 しているのが目rCつ 〈。 これは岩石の風化によ

ってできたラテライ ト質の土壌で南方によく見かけ

る。鉄の酸化物を多 く含み養分に乏 しい。実際マダ

ガスカルは農産物が貧弱て,主食の米 も一部輸入 し

ているほどである。 さてタナナリブのイパト空港に

到着 して機外へ出るとぬけるような素晴 しい晴空が

頭上に広がっていた。 マダガスカルはサバンナ気候

で夏 (日 本の冬 )が雨期,冬 (日 本の夏 )が乾期な

のでぁる。私達が滞在 していた 7・ 8月 はこの乾期

で,日 本の秋のょうなさわやかな気候の時が多かっ

た。

′ナナ リブは人口約40万人の都会で小さな丘がい

,<t'</affiaY)vzt l'

′ナナリブ市の目抜 きの 跡 立大通 夕J,

正面は鉄道の駅      .

独立大通 りの朝市。食料品,荷 などを
ならべて売っている。

ベ トフ ァカ の フ ェ リポ ー ト



〈つ もある海抜約1300メ ー トルの高原の都市であれ

17世紀はじめにメリナ王朝がと夕でを作 つて以来マ

ダガスカルの首都 として栄えてきた。19世 紀後半か

ら1960年 までフランスの植民地だつたためにフラン

スの影響が色 こく残 っている。特にその中央集権的

な官僚組織はかなりのもので,色 々な手続きには悩

崚された。幸い,現地の日本大使館が文化交流に熱

心で,私達の隊 も終始面倒を見ていただいたので短

かい時間内に有効な行動をすることができた。

私達は出発前からマダガスカルの地質調査所 と連

絡をとっておいて,共同作業で岩石採集を行 うこと

にしていた。 日本からは機材をもつて行 き, マダガ

スカル側でラン ドローバー (四 輪駆動車 )を 2台 用

意 して くれた。 これに日本から行 つた 6人 とマダガ

スカル側の地質学者 3人 ,運転手 2人が乗つて文字

通 シ北のは しから南のは しまで岩石を採集 して走 り

まわった。 わずか 4週間で6700たπも走つた。そして

北端のデ ィエゴ・スアレス付近で新生代の火山岩 ,

中央のマジュンガ付近で自亜紀の玄武岩,南 端のフ

ォール・ ドーファン付近で最 も古い変成岩をほぼ予

定通 り採集することができたので,海外調査の目的

は大体達成 された といえ よう。今後研究に伴 ってど

んな結果が出るかが楽 しみである。

いわゆる開発途上国ではあるが,こ の国のへき地

を旅行 してもそれほど突飛なことには出合わない。

他の国々とも共通 しているだろ うが,最近の文化の

地方浸透は著 しいものと考えられる。 こんなわけで

ずい分知 られていない国を旅行 したわりには,血わ

き肉おどる探険・冒険 といった趣きはほとんどなか

つた。 もう一つの原因は,ア フリカのす ぐ東側にあ

るが人種的にはマレー人が大多数で,我 々から見て

親 しみやすい顔立ちをしていることもある。 また食

事 も大きな都会ではフランス料理が豊富で,牛 肉が

安 くてうまいこともあつて異国情緒にひたるような

ことが少なかつたせいもある。

ただ,都会をはなれて採集旅行に出るとやはり現

地の食事を食べる機会が多 くなる。マダガスカル人

の主食は米で,見ていると彼らは毎食毎食山のよう

に盛 つて食べている。 これはかかずが少ないため も

あつて,我 々日本人の昔の「一升めし」のようなも

のか も知れない。わかずとしては肉又は魚を煮た も

のが少 しとは うれん草のようななっぱの入ったすま

し汁が普通つ く。 この肉の方は辛い味がつけてある

が,す まし汁は全 く味がなく,な れないと異様な感

じがす る。

メナナ リブか らデ ィエゴ・スアレスに向 う途 中,

ベ トフ ァカ とい う所で フェ リーポー トで川 をわたっ

た時,丁度わ昼になつたので川岸 にあるめ じ屋へ入

ってこういった料理 を注文 した。肉が良いか魚が良

いか と聞 くので とり肉のおかず を頼んだ。 このこと

が あつて数 日してか ら,同行 していたマダガスカル

人 の地質屋さん達から我 々がコウモ リの肉を食べた

ことを聞かされた。何 で もとりの肉が なかったので

コウモ リで代用 したのだ とい う。 そのいわれてみ る

と確かに変 った味の肉料理だ ったが もう後の祭 りで

ある。 その他 の珍 らしい食物 としては,隊 の何人か

は南の フォール・ ドーファン付近でそのあたりに沢

山いる陸 ガメの料理 を食べてきた。油 こ くて泥 〈さ

い ような感 じなので好みに合 うか どうかは各人 とり

ど夕だ つたようだ。後で陸 ガメは しば ら く前か ら捕

獲を禁止 されていることを聞いた。 コウモ リを食ペ

る習慣の方はどの位 ひろまってい るか しらないが ,

大 きなやつが飛びまわってい るのは何度か見かけた。

普通 に考えれば縁 の遠 い国 なのに, マダガス カル

には以外 と多数の日本人がいてびっ くり した。首都

のタナナ リブには,三井・三菱 を除 くほ とん どの大

手商社 が駐在員をおいたり事務所 を開いた りしてい

る。資源の乏 しい国だ し人 口 も多 くないか ら,原料

輸出国 としてもあるいは市場 として も現在余 り取引

きのある国 とは思えないが,国土開発 に伴 なうプラ

ン ト輸出などを考えて じっくり商売の基礎固めを し

てい るのか もしれない。 また日本大使館 もスタ ンフ

こそ少ないがタナナ リブでは有数の事務所 と公邸 を

構えていた。

商社 と別に東食 ・大洋漁業な どの水産会社がかな

り大 きな事務所 を もつている。 これはマグ ロやエ ビ

などを イン ド洋 でとつた ものを一旦 マダガスカルの

港へ集結 し,冷凍輸送船 につみ替えて 日本に運ぶ と

い うことを してい るか らで,東岸 のタマタブ,西岸

のマジュンガにそれぞれ こうい った基地が ある。す

じ屋でつまむ「 江戸前 Jの マク ロの何害」かはこうや

ってマダガスカルか ら運ばれて きた ものであるとい

う。私達 も′ナナ リブでこの マク ロを御馳走 にな っ

たが大変おい しか つた。世界はせ ま くなつた。知 つ

てい ようと知 っていまい と遠 くの国 も以外 な因縁 で

日本 と結ばれていることを痛感 させ られた。
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私の読んだ本 (24)

江 上 波 夫 著

「幻 人 詩 抄」 (世界文化社,1975)

堀     巌  (地理)/Jヽ

去 る10月 26日 の夜,学士会館 (神 田 )の大広間は, 画や井上靖氏の序文は,本文の内容に実によくあっ

ある人によれば十指にあまるさまざまな学会の会長  てお り,又 "暦 日 "R襲旅 "R画像 'と 三部にわか

をふ くむ多数の参会者の熱気で,は ちされそうな雰  れた80篇 の詩は, ゆったりとした印刷で充分鑑賞で

上波夫先生が挨  きるように配慮 されている。わずかの詩で も つて囲気であつた。古稀を迎えられた江

拶にたたれる頃には R下
手 な学会に出るよりは,余   「幻人詩抄 」の全容を代表することはできまいが

,

程いろいろな人にあえるよ… "と いう手合いの仲間  先生 らしい 3篇 の詩をあげて,読者の鑑賞にゆだね

もあちこちにあらわれ, この種の会合に間々見 うけ  あとは各人の味読 におまかせ したい。

きものが殆んど         ★  ★  ★られる弟子供のか義理の参会者 らし

]昇夏旦警曾漿:)為貨基二↑T畠よ:[幕 [肇意      余  命
生きられないする詩集の出版されたことが紹介 され,私達 も親 し   あと五ケ月しか

くその書物 を手にすることが出来たのである。     としたら 君はどうする

考古学者 としての江上先生は,戦後は「騎馬民族   そぅさね ある死刑囚に倣って
国家 」論や,東大のイラタ・ イラン遺跡調査をはじ   点字の本を 作ろうか

め とする幾多の国際的な研究調査活動で有名である   今まで読んだ本のうち 特に

が,ふ か く筐底に秘められた長年の詩作活動につい   感銘深かつたものから 二,三選んで

ては,誰 も知 る人がなかった。敗戦直後からつい最   ところで 君だったらどうする
近まで,そ の詩作の舞台は,新旧大陸をあまね ぐお   僕だったら 断然 煙突男になる

おい,そ のテーマはまことに古今東西,一 つ一つの   東京で 一番高い煙突に登つて

文字通 り火花を   世界中が 原爆を廃棄しないうちは詩には江上先生御自身の全人格が ,

散 らしてあらわれてお り,詩集であるという条件 も   宣言する[対

に降りて来

[κ島年 )

加つて,一書評子のよくするところではない。書評

子自身,理学部の学生時代から,先生の著作にした    テル・サラサートの丘に立ちて

“「ユーランア     テ″  蒋繕棚菫l]言蔭獣T17量 :露「貸里:深い学殖に接し,    蒋2量:1
彎濠魏再 に理学部に うつてか らも,戦後最初の東大の海外     人々の村落  っ
堆み重なりて学術調査であるイラク・ イラン遺跡調査団に加えて    ことに埋め

となれり頂 き,専門こそことなれ,先生 の学恩は,は か りし    財 しき丘

れないものを感じている次第である。            簑員ちこの特i増の

(1集言言置↑:堂[[:1写 :勇重広含据電衰冒    講量暑理tぞ
れ

|‖[[缶[集[着:言看:『l塀臭11'二塁IL:倉孟    衰
'3嗜

輝影:量 2:て

的な推進 など,理学部 として も先生 に直接,間接に     住み人は
と
:動

)魔
きも

ぇしないのである。    冷き床に永;お世話になってきたことも少 な しと

友人の平山郁夫・美和子夫妻の装頓・挿画及 び版     壁ぎわのバン焼竃に

*k東
洋文化研究所・名誉教授:江上不二夫先生の御令兄)       火は消えて六千有年
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テ イグ リスの噴野に

人知れず横たわる

この村落むらの屍骸

いま われら科学の魔杖にて

この村落むらの屍骸と

光と 動 きと 言葉を与え

この遺丘をして

現世に 鳴動せしめんとす

・……テル・サラサー ト

生 よ り死 ヘ

沙漠のなかに 今日も聞 く

あの悲しい  路駐の声

動けなくなってから

もう十日にも なるという

物を喰わなく なってからも

三日には なるという

―蒙古人の話

頸を長 〈 砂の上に伸ばし

弱々しい限で

行人を 見腐ムながら
この生けぅし唇は
沙漠の 寂莫に

限りなく悲しい声を出して鳴 く

略舵は 百貫の荷物を背負い

一日十里の行程を

疲れを知らず 渇きを覚えず

悠然として東に流れ 西に行 く

それは あたかも

われは 沙漠0 日

塵界に 閃せず

雲を友とし 星と語タ

婁
たすらに わが道を行かんと

嘲ぶ くよう

ガラン ゴロン と

10月 理学部会合日誌

鉄鈴の諧調奏でつつ

量量譲8潮I

,こ?牌葬?老
いたる賂駐は

包頭,吟密閃の隊商の

見棄ていつたもの

この老単では ものの百日も
父壁を渋ったに相違ない と

■隊商の話

この瀕死の略駐の 悲鳴を聞いて

人はその 苦痛を軽 くするために

いっそ殺せと 言 うけれども

それは 壕古では御法度

路駐は 沙漠の王

殺すことはできない  と

一蒙古人の話

いよいよ末期か 近づけば

屍骸せぬうら大鷲が空に乱舞 し

斃死すれば やがて白骨と化して

砂上に散乱消滅する

こうして半年 も 過ぎれば

この略駐のことを 覚えているものは

誰も いない

ただこの駒駐に 子があれば

その子酪屁は 不思議にも

親の死場所を知覚して

東西往後の 路すがら

此処に到れば 必ず立ち停って

悲痛な叫びを上げるという

一隊長の話

沙漠のなかrC 今日も聞く

あの悲しい  略乾の声

・……クランチャップ (1944年 )

l11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

教授会メモ

10月 15日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320
1.前 回議事録の承認

2 人事異動等の報告

3 委員交替の報告

カリキュラム検討輛 田),学寮(高倉),教務 (鈴木秀次

伊原,霜田,斉藤正徳 井上 寺山,定対 の各委員。

4.人事委員会報告 (末元 )

定員削減の進行にともなって,号館毎など運

用が有機的に行なえる単位で人員の有効 な配
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(1956年 )

く学部消息〉

10月 8日 (水 )

″    ″    ″

″ 13日 (月 )

″ 15日 (水 )

教 務 委 員 会

人 事 委 員 会

臨 時 主 任 会議

将来計画委員会

理 系 委 員 会

教  授  会・

1.30-3.30

2.00-300

300-5.00

300～500

2.00～ 330

1.30-4.30



置を考慮 されるよう要望 された。

5.教務委員会報告 (鈴木秀 ,一部霜田 )

一般教 育課 目中要求,及び要望課 日,そ れら

の単位数 についての改訂案が説明された。

6 将来計画委員会 (黒 田 )

Z 総合大学院構想 についてのその後 の経過 (植村 )

IIlllllll1lII1ll:ll‖ lll:IIⅢ Ⅲ‖l‖ lⅢ ‖||l1llll11111Ⅲ IIlll11111111‖ 1111‖ |lllll11‖ iⅢ IⅢ :I‖ |‖ llⅢ I!|lllllllll

人 事 異 動

〔助 手 〕

教室  官職   氏   名  発午朝 日    異  動  内  容       備  考

物 理     今 里   純  50.10 1 助手に採用

地 理     朝 野 洋 - 50.10:16 茨撼大学助教授昇任        ● 教養学部 )

化 学     野 津 憲 治  50.11 1 助手 に採用

生 化     岡 田 清 孝  50.11 1 助手に採用

〔講師以上 〕

教室  官職   氏   名  発令朝 日    異  動  内  容       備  考

化 学 教 授 不 破 敬一郎  50.101 東京大学教授理学部に配置換する   農学部より

外 国 人 客 員 研 究 員

教室  国 籍    氏    名       現      職       研 究 期 間

植物園 中華民国  許    建   昌  台湾大学教授            昭 517～ 昭52.6

10月 海 外 渡 航 者

所属  官職  氏‐  名   渡 航 先 国   渡航期間      渡  航  目  的

地物研 教 授 等 松 隆 夫 アメリカ合衆国 1012～ 10,19 回折格子に関する日米セミナー出席

撃報科  ″  後藤英一
 子メ:力合衆占 1016～

112 
遣基畠層雙涙誹奨量霧

連盟)総会及び

物 理 助教授 一 丸 節 夫  アメリカ合衆国  10.10    宇宙におけるプラズマ現象 の共同研究
～ 51113

地‐ 質 助 手 堀 越   叡  モ ロ ッ コ 10.8    鉱物資源調査技術指導
-52.10.7

物 理   ″  久 保 謙 一  ア メ リカ合衆国  10.20    原子核反応 の理 論的研究及 び原子核構造
～51.10.20 の研究

地 質  ″  藤 井 敏 嗣 アメ リカ合衆国  1020    国際深海堀 Ell計 画 (IPOD)第 45節航海
プ エ ル ト リコ   ～ 51.1.19 参加及び海洋地殻岩 の研究

地 球   ″  杉 ノ原 伸夫  アメ リカ合衆国  10.27～ 11.9 海洋のフロン トに関す る研究会出席及 び

研究連絡
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昭和50年 10月 1

専 門 課 程

化          全ユ

学位位 規 則
第 3条 2項該当

3日 付授与者

氏  名

中 村 隆 博

大 津 仁 助

理 学 博 士 学 位 授 与 者

論 文 題 目

電荷移動 と化学反応                    .

早凛叢蹄提路枷軋 易関現脳“
p“mmena

‖lⅢ ‖ⅢIII‖ ⅢⅢⅢ‖ⅢIII‖ llllⅢ ‖Ⅲ‖|!l‖ ‖‖‖‖IⅢ lll:!:Ⅲ :||‖ Ⅲ‖‖‖ⅢⅢI:l‖ ‖||‖ l‖ ‖‖ⅢIII1lll:|‖

竹脇名誉教授 学士院会員に

竹脇潔名誉教授 (動 物 )は,十月の日本学士院

総会において,新 しく会員に選定されたお慶び と

共に先生の一層の御健勝 と御活躍 を祈 ります。

ついで,林総長か らは,大学の現状をふ 〈めて

の御挨拶があり,総長の発声により乾杯をして,

全員の健康 と今後の御発展を祈 った。

学部長から,従来は御出席の全先生に近況の御

報告をおねがいしたが,本 日は時間の都合 もあり,

指名させていた ヽ〈ことを御許 し願いたい と述べ,

まず,新 らしく名誉教授にな られた小平,今井 ,

高橋,門司の 4先生か らの御挨拶, 引 続 き坪井

⑤り,木村,茅:水島,山内,坪井 (9,Jヽ 谷,

弥永,渡辺,持井,鈴木の諸先生か らこもごも近

況報告や ら,御専門の分野に関連 した興味深いお

話が披露され,時間の少ないのが残念に思われる

程であつた。

最後に ,学部長か ら,昨年のこの会以降,先生

方が全員御健在であられることはまことに慶賀に

堪えないことであり,明 年 も亦お目にか れゝるこ

とを楽 しみにしている旨の御挨拶があつて,大ヘ

ん楽 しい雰囲気の うちに閉会となつた。

ちなみに,御出席の先生方のうちの最年長者は

辻村太郎先生で85才,本 日は御欠席であったが柴

田雄次先生は93才 になられ益 々御健祥 とのことで

ある。 (吉野記 )

編 集 後 記

今月号 も諸先生の御協力で本文の方は充実 した

エッセイで埋めることができ有難 うございま した。

12月 号は,何とか年内に出したいと思いますので

よろしくお願い します。

第12回理学部名誉教授懇談会

11月 18日 CЮ 午後 5時 30分 頃か ら8時 20分 頃ま

で,学士会分館にないて,理学部名誉教授の懇談

会が開催された。 この会は,昭和37年 FC始 ま り,

その間学内事情により43年 ,46年 の 2回は休止さ

れたが,毎年恒例 として行われて,今 日に至つて

いるものである。

現在,名誉教授の先生方は48名 で,その うち32

名の方が出席された。 (昨年は26名 )来賓 として

林総長 も出席され,ま た,本学部からは植村学部

長,下郡山,田丸両評議員が列席 した。

会は,植村学部長の挨拶にはじま り ,会食にさ

きだつて生物学科 (植物学 )古谷雅樹教授の「 植

物の発生過程にみ られる環境情報による制御機構 ,

とくに光受容機構 としてのフィトタロムかよび青

色光吸収色素系の作用について 」と題 しての講演

があつた。

理

物

理

地

動

物

巌

郎

治

‥

堀

下清一

相

集

小

木

猪
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